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環境にやさしく、誰もが安全で 

快適に移動することができ、 

賑わいあふれる まちづくり 

街なか、郊外、農山漁村が

共存・連携した 

持続可能なまちづくり 

地域・都市が元気で

魅力・活力を 

創造・発信する 

まちづくり 

移動など都市活動に伴う 

環境負荷の小さいまちづくり 

I. 愛知県未来型まちづくり推進モデル事業概要 

1. 未来型まちづくりの推進について 
愛知県では、人々の移動における自家用車への依存度が高く、交通事故死者数が全国トップクラスである

ため、超高齢社会の到来、環境配慮への取り組みの高まりの中で、交通事故の抑止、交通の円滑化や環境負

荷の低減などの視点から、高齢者をはじめ誰もが安全かつ快適に移動できるまちづくりが求められている。 

また、中心市街地の多くでは、居住人口の空洞化や商業機能の低下等により活力が低下しており、さらに将

来の人口減少社会においては、行政サービスへの投資余力も低下することが懸念されるため、既存ストックを

有効に活用した中心市街地の再生が課題である。 

こうしたことから本県では、高齢者をはじめ誰もが安全かつ快適に移動しやすく、中心市街地が賑やかで、

都市機能を効率的に利用できる「未来型まちづくり」（愛知県の特性を活かした将来の世代に引き継ぐことがで

きるまちづくり）の推進に向け、平成 18 年度から基礎調査を始め、平成 19 年度には、まちづくりに携わる方々

が「地域づくり」、「まちづくり」を進めるうえで参考としていただくことを主目的とした「未来型まちづくりガイド」を

作成した。 

 

① 未来型まちづくりの概念 

未来型まちづくりの概念は、現状の拡散型のまちづくりを続けていくと、地域の活力や環境の持続可能性が

脅かされる恐れがあり、余力のあるうちに、未来を見据えたまちづくりへの転換が急務であるという課題認識か

ら、「地域・都市が元気で魅力・活力を創造・発信するまちづくり」、「移動など都市活動に伴う環境負荷の小さい

まちづくり」、「街なか、郊外、農山漁村が共存・連携した持続可能なまちづくり」の３つを基本理念とし、キャッチ

フレーズを「環境にやさしく、誰もが安全で快適に移動することができ、賑わいあふれる まちづくり」と定義し

た。 

□ 図表 I-1 未来型まちづくりの概念 
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2. 未来型まちづくり推進モデル事業の目的 
平成20 年度は、19 年度に作成した「未来型まちづくりガイド」において提案した施策の中から、「環境にやさ

しい」、「誰もが移動しやすい」、「賑わいあふれる」、「地域資源を活かす」、「安心・快適に暮らす」といった面で

先進的なまちづくりを「未来型まちづくり」として推進するために、愛知県が経費を負担し、県内市町村等と連携

した社会実験として実施するとともに、実験後には結果や課題についての報告会を開催し、「未来型まちづく

り」の理念や施策の普及・啓発を図ることとした。 

 

□図表 I-2 未来型まちづくり推進モデル事業の枠組み 

 

市町村等

・社会実験のテーマ、内容等の決定

・実験に係る地元調整、進行管理

・報告会における発表

コンサルタント

・社会実験に係る経費の執行

・実験に係る効果計測（アンケート調査等）

・報告書の作成

コンサルタント

・社会実験に係る経費の執行

・実験に係る効果計測（アンケート調査等）

・報告書の作成

愛 知 県

・予算措置
・社会実験実施事業の選定

・報告会の開催

募 集

応 募

委 託

実験の共同実施実験の共同実施

実験の共同実施
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□図表 I-3 （参考）未来型まちづくりガイドの概要（平成 20 年 3 月作成）

 

（1） 安心・快適に住み続けられる 

コンパクトなまちづくり 

（3） 誰もが安全・快適に移動できる 

交通環境の形成 

（4） 地域資源を活かした 

活力・活気の創造 

１） 公共交通機関の魅力、サービス水準の向上 

３．街なか、郊外、農山漁村が 

共存・連携した持続可能なまちづくり 

 

・人口減少・少子高齢社会の到来に備え、

街なか、郊外、農山漁村において、既

存ストックを活かしつつ、それぞれの

地域にあった多様な暮らしやすさを

充実するとともに、街なか、郊外、農

山漁村が相互に支えあう多様なネッ

トワークの充実を図ることにより、持

続可能なまちづくりの実現を目指す。

１．地域・都市が元気で魅力・活力を

創造・発信するまちづくり 

 

・賑わいや活力を生活の中で体感できる

よう、魅力的な地域・都市空間を形成

することにより、地域・都市が元気で

魅力・活力を創造・発信するまちづく

りの実現を目指す。 

２．移動など都市活動に伴う 

環境負荷の小さいまちづくり 

・徒歩、自転車、公共交通機関、自動車

の適切な役割分担など、自動車との共

存により、交通環境負荷を抑制すると

ともに、一定程度集まって住むことに

より、民生部門も含め、全体としてエ

ネルギー効率の高いまちづくりを目

指す。 

３） 街なか観光の振興 

４） 都市と農山漁村の交流推進 

公共交通優先信号､ﾊﾞｽ専用/優先ﾚｰﾝ､ｻｲｸﾙ&ﾊﾞｽﾗｲﾄﾞ､ﾊﾟｰｸ&(ﾚｰﾙ)ﾗｲ
ﾄﾞ､ﾊﾟｰｸ&ﾊﾞｽﾗｲﾄﾞ､交通ｴｺﾎﾟｲﾝﾄ､IT を活用した案内情報など 

歴史散策回廊など街なか観光コースの整備、歴史文
化・食文化・伝統産業の有効活用など 

農山漁村の自然・文化・産業を活かした体験メニュ
ーの開発、ＩＴを活用した情報発信など 

環境共生型住宅の普及、長寿命建築物の普及など 

３） 都市における自然の循環機能の保全・再生 都市内の身近な緑地・水辺の保全・再生、風の道の
形成、屋上緑化など多様な緑空間の形成など 

（２） ライフスタイルやライフステージに

応じた多様で豊かな暮らし方の提供 
２） ゆとりと潤いのある環境を享受できる郊外居住の提供

オールドタウンでの高齢化対策やファミリー層の
転入促進、質の高い郊外住宅地の整備など 

中心市街地での商業や医療・福祉など公共公益施設
等の機能集積、郊外・集落での生活拠点の形成など

２） 都市・生活機能の集約拠点の形成 

３） 自然環境・景観に配慮した地域・都市空間の形成 農地・林地・水辺の維持保全、資源管理の仕組みづ
くりなど

３） スローライフを満喫できる田園居住の提供 多様な交流居住（短期滞在型、長期滞在型、定住型、
往来型）の促進など 

《 施策（イメージ） 》 《 取り組みの方向 》 《 基本方針 》 《 理 念 》 

１） 市街地の無秩序な拡大の抑制・改善 

１） 利便性や賑わいを享受できる街なか居住の提供 

２） 徒歩・自転車の利用環境の向上 

１） 賑わいの拠点や軸の形成 

環
境
に
や
さ
し
く
、
誰
も
が
安
全
で
快
適
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る 

ま
ち
づ
く
り 

３） 地域特性に応じた多様な生活交通手段の確保 

（５） 環境共生・循環型社会の形成 

４） 住み替えを支援する仕組みづくり 高齢者等の持家資産活用と住み替え支援、定期借家
制度の普及、空家・中古住宅の情報提供など 

４） 先進的なイメージをリードする新しいモビリティの導入 

２） 地域の人材を活かした産業の振興 SOHO の支援、コミュニティビジネスの支援など 

１） エネルギー循環システムの普及 

２） 環境に配慮した住宅・建築物の普及 

５） 賢い自動車の使い方の普及 

（１） 愛知県の役割 

１） まちづくり相談体制の充実 
・まちづくり相談窓口の一元化

（ワンストップサービス）
・市町村へのアドバイザー派遣

などきめ細かなノウハウの
提供など 

２） まちづくり情報提供 
・先進事例、支援制度、事前評

価等の効果分析手法など 

３） 市町村の先導的・モデル的取
り組みへの支援 

・社会実験支援（安全・快適な
移動、賑わい創出、環境共生
など） 

・規制緩和支援など 

４） 広域的な連携・調整支援 
・大規模集客施設の立地調整
・広域的な公共公益施設の共同

整備・運営支援 
・広域的な観点からの公共交通

体系の再編支援など 

（２） 市町村の役割 
・既存ストックの有効活用や、

質的充実の重視など、持続可
能なまちづくりの推進 

・独自のまちづくり、個性のあ
る ま ち づ く り に 向 け た 企
画・提案力の充実 

・まちづくりの担い手の育成と
参画の仕組みづくりなど 

（３） 県民の役割 
・コミュニティ活動や市民活

動、協働のまちづくり、エリ
アマネジメントなど多様な
まちづくり活動への参画 

・省エネ、自動車の賢い利用、
地産地消など持続可能なラ
イフスタイルの実践など 

（４） ＮＰＯ・市民団体の役割 
・未来型まちづくりに向けた県

民や事業者の実践の促進 
・県民・行政・事業者との協働

や連携を通じた、橋渡しの役
割 

・コミュニティビジネスや各種
イベントによる賑わい創出
活動等、街を元気する取り組
みなど 

（５） 事業者の役割 
・民間ならではの活力と経営能

力を活かした公共的サービ
スの提供 

・地域資源やストックを活かし
たビジネスモデルの提案 

・省エネ、自動車の賢い利用な
ど持続可能な事業活動の実
践など 

 

優良な住宅供給支援､既存住宅の有効活用､住宅取
得や家賃への支援､高さｺﾝﾄﾛｰﾙ等の住環境保全など 

都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝでの位置づけ､大規模集客施設の立
地規制､ｽﾌﾟﾛｰﾙ市街地でのﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ方策の検討など 

車道空間の縮小･削減､都市型ﾚﾝﾀｻｲｸﾙ､自転車の車内持ち込
み､交通静穏化､ﾌﾘﾝｼﾞﾊﾟｰｷﾝｸﾞ､ﾀｳﾝﾓﾋﾞﾘﾃｨ･ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰなど 

コミュニティバス、デマンド型バス、NPO 等運送サ
ービス、宅配バス、コンビニカーなど 

自転車タクシー、パーソナルモビリティ、水上タク
シーなど

カーシェアリング、相乗り促進、都市内物流効率化、
モビリティ・マネジメントなど 

商店街再生､公共空間を活用したｵｰﾌﾟﾝｶﾌｪ･屋台村､ﾓｰﾙ化･歩行
者天国､ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ､IT を活用したまちなか情報提供ｼｽﾃﾑなど 

未利用資源を活用したｴﾈﾙｷﾞｰ循環ｼｽﾃﾑ､燃料電池･ｺｰｼﾞ
ｪﾈ等高効率ｼｽﾃﾑ､ﾊﾞｲｵﾏｽ資源の利用推進など 

《 推進方策 》
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3. 未来型まちづくり推進モデル事業の内容 
平成20 年5 月から 6 月にかけて愛知県内の全市町村（名古屋市を除く）を対象に事業募集を行ったところ、

6 市 8 件の応募があり、「未来型まちづくり推進モデル事業選定委員会」注1において審査が行われた。審査で

は、①実現可能性、②先進性・独創性、③事業化への可能性、④課題解決への有効性、⑤波及効果の可能性

を評価項目（図表Ⅰ-5 参照）として、応募事業を評価し、審査を経て、「岡崎市」、「瀬戸市」、「半田市」、「安城

市」の 4 つの事業がモデル事業に選定された。なお、各事業の実施に向けて事業選定委員会から、各市に以

下のアドバイスがあった。 

 

□図表 I-4 未来型まちづくり推進モデル事業選定委員会による各事業へのアドバイス 

岡崎市事業 

 

趣旨等について実験前後の周知徹底を図り、規制の流れに逆効果（行政側の一方的な押し付

け）とならないよう住民感情へも十分配慮すること。 

瀬戸市事業 新規住民も取り込み、より強力な連携体制を築けるようなしくみづくりを検討すること。 

半田市事業 

 

本格実施へつなげるため、実験の周知徹底、実験期間中の可能な限りの利用者確保に向け

詳細を検討すること。 

安城市事業 実験への参加企業・社員の選定等に工夫し、より効果を上げる方法を検討すること。 

 

モデル事業に決定した「未来型まちづくり推進モデル事業」の概要は図表Ⅰ-6 のとおりであり、平成 20 年 9

月頃から順次、事業を実施した。 

 

□図表 I-5 未来型まちづくり推進モデル事業選定委員会 選定基準 

 評価項目 評価内容（例） 

① 実現可能性 
地元等の理解・協力、交通管理者の許可等が 

得られる内容となっているか 

② 先進性・独創性 
全国的にみた他の社会実験事例との 

類似度合いは小さいか 

③ 事業化への可能性 
社会実験実施後、本格的な事業への移行など 

恒久的な展開が期待できるか 

④ 課題解決への有効性 
当該市町村等が抱える課題に対して、 

比較的短期間に大きな効果が期待できるか 

⑤ 波及効果の可能性 
他の市町村等への波及等、 

リーディングケースとなる可能性が期待できるか 

 

 

 

                                             
注1 「未来型まちづくり推進モデル事業選定委員会」は、委員長：名城大学都市情報学部 海道清信教授、委員：愛知県知事政策局

企画課、地域振興部交通対策課、産業労働部商業流通課、建設部都市整備課の職員によって構成された委員会（平成20 年7 月

10 日開催）。 
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□図表 I-6 未来型まちづくり推進モデル事業の概要 

実施主体 実験の名称及び内容 

岡崎市 

『歴史的眺望を「知る・守る」ための景観意識向上実験』 

  地域住民等の理解と協力により大切に守られてきた「大樹寺より岡崎城を望む眺

望（ビスタライン）」の存在を、サーチライトの夜間照射により多くの市民に知っていた

だくとともに、アンケート調査などの関連啓発事業を実施し、景観保全への意識向上

を促す実験 

瀬戸市 

地元商店街振興組合 

『コミュニティ再生の核となる商店街の活動実験』 

  市内商店街の一つにおいて、商店街が中心となって地域防災・防犯の啓発、地

域防災マップの作成や、高齢者世帯への訪問（安否確認等）などを行い、商店街が

地域コミュニティ再生の「核」となる可能性を探る実験 

半田市 

地元実行委員会 

『まちのにぎわい創出を図るベロタクシー運行実験』 

  市内に点在する観光施設を鉄道駅等から回遊する手段として、環境にやさしく、

ゆっくりとしたスピードのベロタクシー（人力タクシー）に乗ってまちを眺める機会を観

光客に提供し、まちのにぎわい創出や新たな交通手段の可能性を探る実験 

安城市 

地元企業等 

『車通勤から自転車等への転換を図る社会実験』 

企業単位にサイクルメーターを貸与された参加者が、自転車通勤の実績をＷeb ペ

ージに入力し、CO2 の削減量や健康づくりの面での効果を画面表示によって「見え

る化」することで、楽しく理解しながら、車通勤からの転換可能性を探る実験 

 

□図表 I-7 未来型まちづくり推進モデル事業全体スケジュール 

時  期 作 業 項 目 

４月 ～ ６月 ○ 社会実験実施事業の募集   （応募期間：5/23～6/20） 

７月 ～ ９月 

○ 社会実験事業の決定   （選定委員会：7/10） 

○ 事業決定 県記者発表（8/21） 

○ 委託業者の決定 （契約：8/29） 

○ 半田市・瀬戸市事業 県記者発表（9/17） 

● 半田市事業（9/20～9/28） 

● 瀬戸市事業（9/23～） 

１０月 ～１２月 

○ 安城市事業 県記者発表（10/31） 

● 安城市事業（11/10～12/9） 

○ 岡崎市事業 県記者発表（12/11） 

平
成
２
０
年
度 

１月 ～ ３月 

● 岡崎市事業（1/31・2/1） 

○ 報告会 県記者発表（2/5） 

○ 報告会の開催（3/12） 
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II. 岡崎市 歴史的眺望を「知る・守る」ための景観意識向上実験 

1. 社会実験の目的 
(1) 現状と課題 

□図表 II-1 ビスタラインの概要 

 岡崎市中心市街地にある「岡崎城」から約3キロメート

ル離れた「大樹寺」の三門越しに見える岡崎城は、まる

で額の中の絵のようで、この歴史的眺望は、岡崎市を

代表する景観資産として「ビスタライン」と呼ばれてい

る。 

 この「ビスタライン」は、徳川三代将軍家光が徳川家

康の十七回忌を機に祖父生誕の地を望めるようにとの

想いを守るため、徳川家の祖先である松平氏の菩提寺

である大樹寺の本堂から三門、総門（現在は大樹寺小

学校南門）を通して、その真中に岡崎城を望むように寛

永 18 年（1641 年）に伽藍を整備したことに由来してい

る。 

 市街化が進んだ現代においてもこの歴史的眺望は、

約3 キロメートルにわたるライン上で生活する地域住民

の方々の理解と協力によって眺望を遮らないように建

物等の高さなどを配慮いただくことで守られている。 

 しかし、現在、保全のための法や条例に基づく規制

は無く、眺望を遮ることとなる建物等が１棟でも強行に

建設されれば、この歴史的眺望の景観は失われてしま

うという課題を抱えている。 

□図表 II-2 大樹寺から岡崎城を望む歴史的眺望 

(2) 目的 
岡崎市では現在、平成 22 年度を目標に景観法に基

づく「景観計画」の策定に取り組んでおり、その取り組

みの一環として、これまで守られてきた歴史的眺望（ビ

スタライン）は市民共通の財産であるとの認識のもと、

条例等による有効な保全策を講じることを検討してい

る。 

 その前段として、まず市民参加の裾野を広げる意味

で「誰もが知っている景観」、「後世に継承すべく守らな

ければならない景観」という想いを多くの人々と分かち

合えるようなきっかけづくりが必要なことから、ビスタラインの空間領域を視覚的に体感してもらうとともに、多く

の人々に知ってもらう機会を提供し、景観保全について関心→理解（知る）→行動(守る)への意識向上の促進

を図るため、「歴史的眺望を知る・守るための景観意識向上実験」を実施した。 

 

ビスタライン 

大樹寺小学校 

図書館交流プラザ 

りぶら 
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2. 社会実験実施概要 
                                □図表 II-3 光ビスタラインの照射（大樹寺総門） 

 ビスタラインの空間領域を視覚的に体感してもらうため

に大樹寺総門より岡崎城へ向けてサーチライトを照射し、

冬の夜空に光のビスタラインを描くことで、そのおおよそ

の位置や高さ、存在感を感じてもらい、景観意識の向上を

促す実験を実施した。 

 照射は平成21 年1 月31 日(土)、2 月1 日(日)の 2 日間

（17：30～21：00）実施した。ビスタライン上の住民に対して

は、事前（平成 20 年 12 月）に社会実験の実施告知ととも

にアンケート（回収は照射実験後）の依頼を行った。また、

特に照射機器に近い住民に対しては岡崎市担当者が各 

戸を訪問し、事前に社会実験実施に対する理解を求めた。 □図表 II-4 大樹寺三門のライトアップの状況 

  

 ビスタラインの照射（以下、光ビスタラインとする。）は大

樹寺小学校運動場の大樹寺総門を通るように岡崎城に向

かってサーチライトを照射することによって行った。照射と

併せて光ビスタラインを体感してもらうために、市内3箇所

で光ビスタライン観察会を開催した。 

 観察会は①大樹寺小学校、②図書館交流プラザ・りぶら、

③岡崎城で実施した。②図書館交流プラザ・りぶらでは、

関連事業として、岡崎市が「市民対話集会 おかざきラウ

ンド・テーブル おかざき風景まちづくり」及び景観ワーク 

ショップ（歴史的眺望をみつめてみよう）を開催し（1 月 31  □図表 II-5 岡崎城天守閣からみた光ビスタライン 

日のみ）、ラウンド・テーブル閉会後、光ビスタライン観察

会を行った。また、①大樹寺小学校での観察会では、一

般市民向けの観察会とは別に大樹寺小学校児童及び保

護者を対象とした点灯式及び観察会「校歌の風景を見つ

めてみよう」を実施し、あらためて地域の貴重な景観資産

を知るとともに、理解する機会を設けた（併せて大樹寺三

門のライトアップを実施）。 

 各観察会会場では、ビスタラインについての啓発パネ

ルの展示を行うとともに、光ビスタラインに関するアンケー

ト調査を実施し、参加者のビスタラインの認知度や光ビス

タラインに関する感想・意見等を聴取した。また、事前にビスタライン上に該当する町内の各世帯にはアンケー

トを回覧配布し、実験終了後、郵送で回収を行った。 

 観察会には、①大樹寺小学校（約 2，000 人）、②図書館交流プラザ・りぶら（約 300 人）、③岡崎城（803 人・

天守閣入場）の計約 3,100 人が参加し、光ビスタラインを体感した。光ビスタライン自体は、光源から離れた岡

崎城周辺の市街地では、市街地の灯りによってラインとして確認することは難しかったが、岡崎城天守閣でも

光源は確認することができ、今回の実験によってビスタラインの存在を視覚的に体感する機会とはなりえた。  
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観察会は 3 箇所での開催としたが、市内の様々な場所で光ビスタラインを見てもらうために岡崎市が関連事

業として「光ビスタライン写真コンテスト」を実施し、撮影写真とともに光ビスタラインについての感想や意見を募

った。写真コンテストには 73 点の応募があり、入賞者 3 名には表彰を行った。  

 

□図表 II-6 写真コンテスト最優秀作品            □図表 II-7 光ビスタライン観察会の様子（大樹寺小） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□図表 II-8 岡崎市社会実験の概要 

名称 歴史的眺望を「知る・守る」ための景観意識向上実験 

実施期間 
平成 21 年 1 月 31 日(土)～2 月 1 日(日) （2 日間） 

1 月 30 日(金)に試験点灯（17：30～19：00）を実施 

照射時間 17：30～21：00 

照射ルート 大樹寺小学校総門⇒岡崎城天守閣 

主管 岡崎市 都市整備部都市計画課 

広報体制 

岡崎市広報紙での掲載、岡崎市及び県ホームページでの掲載、チラシ配布を行った。また、

試験照射時の報道関係者への事前公開を行い、新聞記事として掲載（事前公開翌日に中日

新聞、朝日新聞、毎日新聞、読売新聞）された。 

地域住民等の理解と協力により大切に守られてきた「大樹寺より岡崎城を望む眺望（ビスタラ

イン）」の存在を、サーチライトの夜間照射により多くの市民に知っていただくとともに、アンケ

ート調査などの関連啓発事業を実施し、景観保全への意識向上を促す実験。 

①光ビスタライン観察会【大樹寺小学校運動場】 「校歌の風景を見つめてみよう」 

実施日時 平成 21 年 1 月 31 日（土） 17：00～19：00 頃 

 

 

 

 

 

実施内容 

事業内容 

対象：大樹寺小学校児童及びその保護者（事前申込みによる） 

内容：光ビスタラインの概要説明、照射機器の紹介、パネル展示 

   点灯式（アンケートは事前配布、後日、学校回収） 

②光ビスタライン観察会【大樹寺小学校運動場】  

 

 

 

実施日時 

平成 21 年 1 月 31 日（土） 19：00～21：00 

       2 月 1 日（日） 17：30～21：00 
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事業内容 

対象：一般 

内容：パネル展示、ネイチャースコープによる岡崎城の観察（2 月 1 日のみ）、

光ビスタラインに関するアンケートの実施 

参加者数：①大樹寺小学校児童及び保護者との合計 約 2,000 人 

③光ビスタライン観察会【図書館交流プラザ・りぶら】 

実施日時 平成 21 年 1 月 31 日（土） 17：10～ 

事業内容 

対象：一般 

内容：パネル展示、光ビスタラインに関するアンケートの実施 

参加者数：約300 人（ラウンド・テーブルとも） 

 

【関連事業】おかざきラウンド・テーブル「おかざき風景まちづくり」 

対象：一般（事前申込み） 

内容：基調講演「地域らしさとは何か～風景を読み解く楽しみ～」 

     東京大学大学院教授 西村幸夫氏 

  市民意識調査結果解説 

     岡崎市環境審議会委員 愛知産業大学大学院教授 小川 英明氏 

   ラウンド・テーブル（パネルディスカッション） 

       テーマ「おかざき風景まちづくり」 

④光ビスタライン観察会【岡崎城】 

実施日時 
平成 21 年 1 月 31 日（土） 17：00～21：00 

       2 月 1 日（日） 17：00～21：00 

事業内容 

対象：一般（入場無料） 

内容：天守閣（５階展望室）での観察、パネル展示、光ビスタラインに関するア

ンケートの実施 

参加者数：803 人 

※昼間（9：00～17：00）はパネル展示と 

ネイチャースコープによる大樹寺の観察 

※昼間（10：00～16：00）は小学校低学年を対象とした甲冑試着体験（関連事

業） 

⑤光ビスタライン写真コンテスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施内容 

事業内容 

対象：プロ、アマチュアを問わずどなたでも参加可 

応募期間：平成 21 年 2 月 2 日～16 日 

表彰：上位 3 点を表彰、応募者全員に参加賞 

審査：岡崎市環境審議会景観環境部会 

応募点数：73 点 
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60歳代

16.4%

70歳以上

8.0%

20歳未満

13.5%

20歳代

5.9%

50歳代

13.5%

40歳代

21.6%

30歳代

21.1%

3. 光ビスタラインに関するアンケート調査 
(1) 調査実施概要 

平成 21 年 1 月 31 日（土）、2 月 1 日（日）の両日に実施した光ビスタラインについて光ビスタラインを見た印

象や感想などについてアンケートを実施した。アンケートは光ビスタライン観察会を行った「大樹寺小学校運動

場」、「岡崎城」、「図書館交流プラザ・りぶら」の 3 会場での調査とビスタライン周辺に居住する住民世帯を対象

とした調査（実験前に調査票を配布、回収は郵送による）を実施した。調査内容は各調査とも共通であり、調査

の有効回答総数は 1,010 人であった。 

□図表 II-9 光ビスタラインアンケート実施概要 

区分 調査対象 調査方法 調査実施時期 調査回答者数

大樹寺小学校 

観察会参加者 

一般 観察会会場で調査票を配布し、回答

者の記入後、会場で回収 

平成21 年 

1 月31 日 

2 月1 日 

646

 大樹寺小学校

児童（招待）保

護者 

事前に学校で調査票を配布後、観察

会終了後、記入した調査票を後日、

学校で回収 

平成21 年 

1 月31 日 

 

105

岡崎城観察会参加者 観察会会場で調査票を配布し、回答

者の記入後、会場で回収 

154

光ビスタライン 

当日調査 

りぶら観察会参加者 

（図書館交流プラザ） 

 

平成21 年 

1 月31 日 

2 月1 日 39

地域住民調査 ビスタライン周辺住民世帯 

（配布世帯数3，075 世帯） 

光ビスタライン実施告知案内とともに

自治体回覧にて対象世帯に配布、郵

送またはファクシミリにて回収 

平成21 年 

1 月～2 月 

回収締切り 

2 月9 日 

66

総計 1,010

 

(2) 調査結果概要 
① 回答者の年齢・居住地 

□図表 II-10 回答者の年齢・居住地 

 回答者の年齢は、「40 歳代」218 人（21.6％）が最も

多く、次いで、「30 歳代」213 人（21.1％）、「60 歳代」

166 人（16.4％）となっており、大樹寺小学校の児童

と保護者を対象とした観察会を実施したため、参加

児童の保護者の年代である30歳代、40歳代の回答

者がやや多くなっている。 

 回答者の居住地は、「岡崎市内」が916人（90.7％）

と9割強を占めており、そのうち、ビスタライン周辺町

内の回答者が 277 人（27.5％）であった。ビスタライ 
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ビスタライン
町内①
井田町

井田新町
鴨田町

鴨田南町

ビスタライン
町内②
伊賀町

井田南町
柿田町
錦町

能見町
広幡町

元能見町

ビスタライン
町内③
魚町

康生町
康生通

康生通西
材木町
福寿町
松本町

①

②

③

□図表 II-11 ビスタライン町内区分 

ン周辺の町内については、大樹寺（北）から岡崎城（南）

にかけて 3 分割し、大樹寺側から「ビスタライン町内①」

「ビスタライン町内②」「ビスタライン町内③」に分類して集

計した。ビスタライン周辺の町内では、照射用のサーチラ

イトを設置した大樹寺小学校周辺の「ビスタライン町内①」

の回答者が 202 人（20.0％）と多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□図表 II-12 調査対象別 回答者の年代・居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 1 3 7 7 10 10 0 2 1 35 1 0 39

118 37 127 127 92 96 49 131 18 4 428 7 58 646

0 0 51 52 2 0 0 49 0 0 56 0 0 105

0 2 7 11 12 22 12 15 23 6 22 0 0 66

17 20 25 21 23 38 10 7 7 14 98 0 28 154

202 50 25 639

2.6% 2.6% 7.7% 17.9% 17.9% 25.6% 25.6% 0.0% 5.1% 2.6% 89.7% 2.6% 0.0% 100.0%

18.3% 5.7% 19.7% 19.7% 14.2% 14.9% 7.6% 20.3% 2.8% 0.6% 66.3% 1.1% 9.0% 100.0%

0.0% 0.0% 48.6% 49.5% 1.9% 0.0% 0.0% 46.7% 0.0% 0.0% 53.3% 0.0% 0.0% 100.0%

0.0% 3.0% 10.6% 16.7% 18.2% 33.3% 18.2% 22.7% 34.8% 9.1% 33.3% 0.0% 0.0% 100.0%

11.0% 13.0% 16.2% 13.6% 14.9% 24.7% 6.5% 4.5% 4.5% 9.1% 63.6% 0.0% 18.2% 100.0%

20.0% 5.0% 2.5% 63.3%

916

13.5% 5.9% 21.1% 21.6% 13.5% 16.4% 8.0%
90.7%

218 136 166 81136総計 60 213 8 86

8.5%

総計
市外 不明

1010

100.0%0.8%

居住地

総計40歳
代

市外
50歳
代

60歳
代

70歳
以上

ﾋﾞｽﾀ
ﾗｲﾝ
町内
①

不明
20歳
未満

20歳
代

30歳
代

年代

20歳
未満

ﾋﾞｽﾀ
ﾗｲﾝ
町内
②

年代 居住地

ﾋﾞｽﾀ
ﾗｲﾝ
町内
③

その他
市内

20歳
代

30歳
代

40歳
代

ﾋﾞｽﾀ
ﾗｲﾝ
町内
②

ﾋﾞｽﾀ
ﾗｲﾝ
町内
①

ﾋﾞｽﾀ
ﾗｲﾝ
町内
③

その他
市内

りぶら

大樹寺小学校（一般）

大樹寺小学校（招待児
童保護者）

FAX郵送等による住民
調査

50歳
代

60歳
代

70歳
以上

岡崎城天守閣

大樹寺小学校（一般）

りぶら

大樹寺小学校（招待児
童保護者）

FAX郵送等による住民
調査

岡崎城天守閣

全体
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実際に大

樹寺から

見たこと

がある

55.0%

（見たこと

はないが）

知ってい

た

17.8%

無回答

0.7%
今回の光

ビスタライ

ンで

初めて

知った

26.4%

② ビスタラインの認知度 

□図表 II-13 ビスタラインの認知度 

 ビスタラインの認知度については、「実際に大樹寺

から見たことがある」556 人（55.0％）が全体の 5 割強

を占めた。回答者の居住地別でみると大樹寺小学

校周辺の「ビスタライン町内①」、大樹寺と岡崎城の

中間付近の「ビスタライン町内②」では、「実際に大

樹寺から見たことがある」の回答割合が町内①

63.9％、町内②64.0％と高い結果となった。 

 また、「（見たことはないが）知っていた」180 人

（17.8％）、「今回の光ビスタラインで初めて知った」

267 人（26.4％）となっており、今回の光ビスタライン

で初めて実際にビスタラインを見た人も 4 割に及んだ。 

 年齢別では、「今回の光ビスタラインで初めて知った」という回答割合が「20 歳未満」（51.5％）、「20 歳代」

（40.0％）で高く、若い年齢層では、ビスタラインの認知度が低く、特に若い世代において今回の光ビスタライン

による社会実験がビスタラインを知る機会になったと考えられる。 

 

□図表 II-14 調査対象別 年代・居住地別 ビスタラインの認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44 24 115 132 83 109 49 129 32 13 358 20 4 556

21 12 40 40 31 22 14 35 8 8 109 18 2 180

70 24 58 45 22 33 15 37 10 3 168 47 2 267

1 0 0 1 0 2 3 1 0 1 4 1 0 7

136 60 213 218 136 166 81 202 50 25 639 86 8 1010

32.4% 40.0% 54.0% 60.6% 61.0% 65.7% 60.5% 63.9% 64.0% 52.0% 56.0% 23.3% 50.0% 55.0%

15.4% 20.0% 18.8% 18.3% 22.8% 13.3% 17.3% 17.3% 16.0% 32.0% 17.1% 20.9% 25.0% 17.8%

51.5% 40.0% 27.2% 20.6% 16.2% 19.9% 18.5% 18.3% 20.0% 12.0% 26.3% 54.7% 25.0% 26.4%

0.7% 0.0% 0.0% 0.5% 0.0% 1.2% 3.7% 0.5% 0.0% 4.0% 0.6% 1.2% 0.0% 0.7%

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

総計

年代 居住地

総計20歳
未満

20歳
代

30歳
代

40歳
代

市外
50歳
代

ﾋﾞｽﾀ
ﾗｲﾝ
町内
③

その他
市内

市外

60歳
代

70歳
以上

ﾋﾞｽﾀ
ﾗｲﾝ
町内
①

ﾋﾞｽﾀ
ﾗｲﾝ
町内
①

年代 居住地

不明

20歳
未満

20歳
代

30歳
代

40歳
代

50歳
代

60歳
代

70歳
以上

不明

ﾋﾞｽﾀ
ﾗｲﾝ
町内
②

実際に大樹寺から
見たことがある

（見たことはないが）
知っていた

今回の光ビスタラインで
初めて知った

無回答

総計

ﾋﾞｽﾀ
ﾗｲﾝ
町内
②

ﾋﾞｽﾀ
ﾗｲﾝ
町内
③

その他
市内

総計

実際に大樹寺から
見たことがある

（見たことはないが）
知っていた

今回の光ビスタラインで
初めて知った

無回答
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③ 光ビスタラインを見た印象・感想 

 今回の光ビスタラインを見た印象・感想（複数回答可）を尋ねたところ、「ビスタラインを守りたいと思った」（436

人）の回答が最も多く、光ビスタラインの社会実験がビスタラインを知り、そして、守る行動への動機付けとなっ

たことが調査結果からうかがえる。 

年齢別でみると、「ビスタラインを守りたいと思った」を選択した回答者は「30 歳代」、「40 歳代」で多く、また、

居住地別では、ビスタライン町内①（大樹寺周辺）での回答者数が多い結果となった。 

 次いで、「光ビスタラインが美しかった」（404 人）、「ビスタラインの存在を光で体験できた」（379 人）、「ビスタラ

インは貴重だと感じた」（344 人）となった。 

 

□図表 II-15 光ビスタラインを見た印象・感想（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□図表 II-16 調査対象別 年代・居住地別 光ビスタラインを見た印象・感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

94

59

80

59

99

18

17

23

20

252

168

236

216

268

35

21

35

34

36

13

9

9

9

6

8

4

3

2

1

4

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

美しかった

おおよその位置や高さが分かった

存在を光で体験できた

貴重だと感じた

守りたいと思った

ﾋﾞｽﾀﾗｲﾝ町内① ﾋﾞｽﾀﾗｲﾝ町内② ﾋﾞｽﾀﾗｲﾝ町内③ その他市内 市外 不明

92 20 68 82 41 70 31 94 13 6 252 35 4 404

26 20 55 64 40 42 28 59 18 8 168 21 1 275

39 22 96 79 59 56 28 80 17 9 236 35 2 379

35 24 86 77 51 49 22 59 23 9 216 34 3 344

34 23 102 96 55 85 41 99 20 9 268 36 4 436

21 12 42 55 32 50 35 44 22 14 154 12 1 247

年代 居住地

総計70歳
以上

ﾋﾞｽﾀ
ﾗｲﾝ
町内
①

20歳
未満

20歳
代

30歳
代

40歳
代

その他

不明

ﾋﾞｽﾀ
ﾗｲﾝ
町内
②

ﾋﾞｽﾀ
ﾗｲﾝ
町内
③

その他
市内

市外
50歳
代

60歳
代

光ビスタラインが
美しかった

ビスタラインのおおよその
位置や高さが分かった

ビスタラインの存在を
光で体験できた

ビスタラインは
貴重だと感じた

ビスタラインを
守りたいと思った
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④ ビスタラインに関する市の取り組みとして期待するもの 

 ビスタラインに関する市の取り組みとして期待するものとしては、「景観を守るためのルールづくり」（652人）の

回答が最も多く、ビスタラインを守りたい、貴重だと感じた市民等がこの景観を守るためには、景観を守るため

のルールづくりが必要であると考え、この選択肢を選んだと考えられる。 

 次いで、「さらにビスタラインを多くの方々に知ってもらう活動」（522人）、「ビスタラインを観光資源として活用」

（515 人）の順で回答が多かった。今回の光ビスタラインでビスタラインをはじめて知ったという市民等も多く、貴

重な資産であるビスタラインをより多くの人に知ってもらう必要を感じたものと考えられ、今回の光ビスタラインに

よる社会実験は、市民にビスタラインを「知る・守る」機会を創出し、その大きな目的を果たした。さらに多くの市

民にビスタラインを知ってもらうとともに、守っていこうとする意識の醸成が今後の課題であるといえる。 

 

□図表 II-17 ビスタラインに関する市の取り組みとして期待するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□図表 II-18 調査対象別 年代・居住地別 ビスタラインに関する市の取り組みとして期待するもの 

 

 

101

102

37

141

24

30

14

37

5

15

13

337

333

109

402

52

31

12

54

8

5

4

4

3

0 100 200 300 400 500 600 700

多くの方々に知ってもらう活動

観光資源として活用

市民と行政が考える機会の提供

景観を守るためのルールづくり

ﾋﾞｽﾀﾗｲﾝ町内① ﾋﾞｽﾀﾗｲﾝ町内② ﾋﾞｽﾀﾗｲﾝ町内③ その他市内 市外 不明

82 32 106 113 71 82 36 101 24 5 337 52 3 522

59 33 116 107 64 87 49 102 30 15 333 31 4 515

20 11 29 34 29 34 27 37 14 8 109 12 4 184

70 38 154 157 90 95 48 141 37 13 402 54 5 652

7 9 26 33 27 42 19 32 16 7 99 9 0 163

年代 居住地

総計20歳
代

30歳
代

40歳
代

50歳
代

ビスタラインを観光資
源として活用

ビスタラインのありかたに
ついて、市民と行政が

一緒に考える機会の提供

ビスタラインの景観
を守るための
ルールづくり

その他（ビスタラインに
関するご意見・ご要

望）

さらにビスタラインを
多くの方々に知って

もらう活動

70歳
以上

不明

ﾋﾞｽﾀ
ﾗｲﾝ
町内
②

ﾋﾞｽﾀ
ﾗｲﾝ
町内
③

その他
市内

市外

ﾋﾞｽﾀ
ﾗｲﾝ
町内
①

20歳
未満

60歳
代



 

16 

⑤ 光ビスタラインに関する感想・意見（自由回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全般・複数回答 人数
きれいに見えた、良かった、感動した 39
城がよく見えた 3
今後もやって欲しい、定期的にやって欲しい 13
ビスタラインを守って欲しい、大切にして欲しい 6
あまりよく見えなかった、期待はずれだった 38
城がよく見えなかった 7
電柱や電線が邪魔だった 7
周囲（ネオンや街灯など）が明るすぎる 6

運営に関して・複数回答 人数
スコープ等がもっとあるとよい 3
よく見える場所を教えて欲しい 3
準備不足、段取りが悪い 4

その他・複数回答 人数
レーザーにした方が良い 3
点滅させたり、光の色を変えた方が良い 4
寒かった、寒くない時期にやって欲しい 3
光が強すぎる、まぶしかった 4
光が弱すぎる 10

年齢性別
昼間はもっときれいに見えるのでライトアップには無理があるのでは 40歳代男性
今までビスタラインの歴史などは知っていたがはじめてしっかり見た 60歳代女性
盛り上がりがいまひとつ 50歳代男性
以前大学の講義で発表したら好評でした 20歳代男性
冬の空気の冷えた中を青い光が岡崎城を照らした姿は美しかったです 50歳代女性
光が意外と地味ですね 20歳未満女性
話は聞いていたけど終わる５分前にきてよかった 50歳代女性
手前の家がなくなれば 20歳代男性
昼間は見える事は知っていたが夜間のライトもきれいだった 30歳代男性
さえぎるもの無くつながっているのがすてきです 20歳代男性
昼間とはまた違った 70歳以上女性
すばらしい企画と考えます。岡崎を考える良い機会になりますので今後も是非実施してください 50歳代男性
もっと高い所から見えやすくしてほしかった。だけど、すごくきれいだった。 20歳未満男性
校歌を思い出しました 40歳代女性
実際見えるんだなぁと思った 20歳代女性
大変良い企画でありがたい 60歳代男性
岡崎市内すべて電気を消す等で見てみたい 50歳代男性
岡崎城の周辺の美観を崩さない町でいてほしい 40歳代女性
空気中がよごれている事がわかった。ありがとう 70歳以上女性
横からのラインも見てみたい 30歳代女性
とてもすばらしい体験だった 40歳代女性
もう少し調整が必要かも 70歳以上男性
すばらしい景観 60歳代男性
少しみえた 20歳未満男性
途中にある物が邪魔だった 70歳以上男性
朝、大樹寺の境内からお城を見ています 60歳代女性
もう少し暗くなってから見たい 60歳代女性
もっと光束をしぼって（コリメターレンズの追加）ぜひ行ってください 40歳代男性
幻想的 30歳代女性
市民の協力のおかげだと思いました 70歳以上男性
光跡が見えなかったのが残念、消防と協力して岡崎城にスモークをたくなど次回に期待する。 60歳代男性

高層建物に囲まれるような（いわゆる都市型）街づくりは一考を要すると思います。２・３階建て程度の
建物が続く中に突然１３階だのといったマンションが建ったりすると本当に調和を乱し雰囲気が変わり
ます。行政側の意見（各部署）を統一しておいてください。

60歳代女性
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年齢性別
大樹寺又は岡崎城でしか光（ライン）は見えなかったのが残念。 30歳代男性
光ビスタラインの実験は失敗しましたがそれなりに話題を提供した事は事実です。 60歳代男性
りぶら観察会に参加したが見ることが出来ずにがっかり。車で見ることができる場所を捜し求めて結局
大樹寺まで行った。そこでやっとビスタラインを体感できた。

50歳代女性

大樹寺小学校の卒業生ですのでビスタラインの事は知っていました。今回の取り組みでもっと認知さ
れる事を望みます。

50歳代男性

光源の位置が低く城の頂部がわずかしか確認できない。ライトの反射鏡を利用し光束の到達度と照
度を上げることが必要です。高さも本堂の裏側に鉄塔を建ててそこから照射すべきである。

60歳代男性

1/31の夕刻に実施された光ビスタの観察会に参加したが戦時中に航空機を照射したサーチライトの
光を想定していたために光線が確認できず期待外れ。（りぶらの会場内）

70歳以上男性

規制を早急に立法化か条例化 70歳以上男性
もっと光の線がくっきり出るかと思った。途中井田公園とか図書館辺りも見ましたが思ったより出てい
なかった。

60歳代男性

家がビスタライン上にあるのでまっすぐしか見えなかったけど、インターネットで横からの写真を見たら
とても綺麗だった。図書館からはモワーっとしか見えなかったので、岡崎城に登ったらまぶしすぎて
写真が撮れなかった。

40歳代女性

城に直接光が当たったほうがいい（そうじゃないと主旨がわからないのでは） 20歳代男性
大樹寺までは遠かったので近所のビルの５Fで見ました。所々高い建物で困りました。 70歳以上女性
近くのマンション５階部分全部が光ビスタラインに入って白く輝いていた電柱の上部（２本の間）が光
の巾であることが確認できた。

70歳以上男性

光ビスタラインは岡崎城まで光が到達していなかった。到達していればすばらしかったと思います。 50歳代女性
元能見神明宮付近でPM７：００に見たが北の空が少し明るいかなと思うくらいに特に変わった事は見
られない。

70歳以上男性

家の室上からでしたのですばらしい光でしたよ。でも道路上で見た時は見えませんでした。 70歳以上女性
側面からでもビスタラインの存在が確認できればとても面白いものになると思う。（サーチライトでは照
射元と光でしかわかりにくい）企画としては良いと思います。

30歳代男性

想像していたのは光が一直線に伸びている様子でしたが実際にはそのように見ることが出来なくて少
し残念でした。横から見てもレーザー光線のように一直線に見えたら良いと思う。お城側・大樹寺側
両方から見ましたがお城側から見たほうが綺麗でした。入場料が無料+キャンディ付な事に驚きまし
た。もっと宣伝したら多くの人が来場していたと思います。

30歳代女性

2/1日の７時ごろ天守閣から大樹寺を望んだのですが大樹寺辺りがオレンジ色に光っているだけでし
た

60歳代男性

家から見て土曜日は見えたが日曜日は見えなかった。 20歳代女性
玄関を出ると北から南へ光が見え不思議に思えました。 60歳代男性
樹木が大きくなりすぎているので岡崎城が良く見えない。 50歳代女性
大樹寺から光が出ているのは分かりましたが城までの光束はぼやけてよくわからなかった。 40歳代女性
大樹寺の総門の照明は総門の威厳がすごく浮かび上がり感動でした。 60歳代男性
外へ何度か見に行きましたがほぼ真上のせいか空には何も見えなかった。真下から真上では空の色
のせいか見えなかった。もう一度夏の暖かいときに夕涼みをしながら見たい。

70歳以上男性

今回行ったのは大樹寺から岡崎城までどこを通っているか確認したかったんですよね。来た人たち
みんな覗き込んでも「何も見えない」「全然見えない」と光が当たってくっきりよく岡崎城が見られると
思ったようです。

50歳代女性

大樹寺総門からのサーチライトは岡崎城まで届いたのでしょうか？高い所から見た時美しい光が見ら
れましたが残念ながらりぶら迄も届いてなくりぶらに移動しましたがここでは北の方から見られずお城
の窓が電球で明るくなっているのがわかるだけでとても残念でした。カメラを構えている青年も「ダメ
だ」とりぶらの屋上へ出ることが出来たら実感できたかも。

60歳代女性

ほぼビスタラインの真下にいますが大樹寺側からの空が光で白っぽいだけ。上空は？お城が浮かび
上がったのかどうか？

60歳代男性

2/1日に岡崎城から見ましたがもっと多くの方に体験していただけるようPRする事も大切だと思いま
す。

50歳代女性

途中で光が途切れて分りにくかったです。岡崎城もライトアップする等もう少し工夫して欲しい。 30歳代女性
あの光が何を表しているのかを知る意義は単なる景観眺望だけでなく岡崎市の生い立ちや歴史を知
る上で市民にとっては大切な意義を持つものだと思う。

70歳以上男性

ラインとして確認できたのは大樹寺近くの一部だけであった。 50歳代女性
以前大樹寺から見た時案内の人からこの眺望を守るための配慮がなされていると聞きましたが昨今
は高層建物が増えつつあり心配しています。

70歳以上女性

ムダだと思った。電気のムダ。 30歳代女性
光ビスタラインがはっきり見えなかったが建物のアンテナが光って見えたので大体の位置がわかっ
た。点灯時間を６：００～１０：００頃にしたらよいと思う。

70歳以上女性
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年齢性別
岡崎市全体の中のビスタラインと位置づける事が大切と思う。市民の宝と思えるイベント等も良いので
は？

60歳代女性

ずれてて悲しい。⇒お城にあたる様になった。
もっとはっきり見えるかと思った。

20歳未満女性

他市からの見学です。新聞にもう少し詳しく書いて欲しい。 50歳代女性
岡崎城のライトを消すべき 60歳代男性
明日は別の場所でみます。 50歳代女性
大樹寺からよりも岡崎城で見た方が凄かった。また見たいと思った。 20歳未満男性
もっと縦長く見えると思った 60歳代女性
大樹寺で探照灯を点灯している時に岡崎城のライトアップしている光源を消すと探照灯の光がもっと
鮮やかに映えるのではと思いました。

60歳代男性

この企画はとても良い試みであったと思います。 60歳代男性
上から見た（光を）だけなので、ラインを目でとらえたいと思った。 60歳代女性
光の高さが思っていたよりも低い位置だった 40歳代男性
大樹寺から岡崎城を見た事はあったが、岡崎城からも大樹寺を見てみたいと思った。街の灯りが眩し
過ぎて光がよく分からないが横からも光のラインを少し確認できた。

30歳代女性

とても近いと感じた。 50歳代男性
この眺望が規制もなく守られてきたのは凄い！ 50歳代女性
ビスタラインを照らして見るより、実際に大樹寺小の門から昼などに見る方がキレイ。 20歳未満女性
昼間大樹寺総門からの景観を見て頂いた方がまわりの邪魔をしている建物がよく分かる。 40歳代女性
岡崎城から見ても大樹寺のライトが見えるだけで何の感動もない 60歳代男性
昔ながらの岡崎の城下町を末永く残したい 60歳代女性
１日目は仕事帰りによく見える道を探して、見ながら帰りました。晴天に恵まれて良かったと思いま
す。

50歳代女性

町をまわるのが楽しかった 20歳代男性
ビスタラインは岡崎の歴史の記憶であると思います。 60歳代男性
写真に撮って、後で見た方が美しかった。目で見た時は、ほこりばかりが目についた。大樹寺のライト
アップが幻想的でとても良かった。

40歳代女性

ビスタライン上の付近の灯りを消すなどすると、もう少しラインが分かったと思う。岡崎城から大樹寺を
見てみたいと思った。

40歳代女性

新聞にのったように、高い所から光のラインを見てみたかったです。 30歳代女性
大樹寺学区に住んでいる為、ビスタラインについては、以前より聞いており、光により、実際に守り続
けられていることを実感した。

50歳代男性

小学校の南側の教室を開放し、ビスタラインの上から見下ろす様にして見てみたかった。 30歳代女性
照射車側から見た感じはあまりよく分からなかった。遠い所から一本の光が線の様になっている所の
方が見たかった（小学校の校庭より見た）岡崎城が緑白色に見えてきれいだった。

40歳代女性

井田公園にも行ってみました。光ビスタラインの下に立ってみました。すごいと思いました。今回参加
できて子供達にも見せる事ができ良かったと思います。

30歳代女性

大樹寺小から徒歩で井田公園に移動し、井田公園で見たところ、ラインの真下に立てばラインを感じ
られたが周囲の光が強くはっきりとは確認できない状態でした。次回があるのであればライン周囲の
お店等に協力を求め、照明を少し弱くしてもらうと皆さんもはっきり見られてより良いイベントになると
思います。

40歳代女性

井田公園に行って見ましたが、光がしっかり見えて感動しました。 40歳代女性
小学校の総門からまっすぐ光がとんでいくのを見て、この歴史の道がまだ守られていることを実感し
た。しかし、少し先に行くと街の灯りやパチンコ屋さんの光で見えにくくなっていた」のが残念でした。

30歳代女性

岡崎城まで光が届いていない様な気がしました。 40歳代女性
光が見やすい様に街のライトを消灯する活動を環境部局と連携して行えば良いのではないか。 30歳代女性
少しラインと中の建物が気になった。もう少しなくす？か低くできないものかと思った。 30歳代女性
現在まで歴史的景観が保たれている事に驚いた 30歳代男性
学校で見た後にお城の近くまで行ってみました。ちゃんと光が来てました！！すごーい！！ 40歳代男性
光が拡散してしまっていて、また、街灯などで周辺が明るく、元能見町の辺りでは光が分かりにくかっ
た。

30歳代女性

子供にもよく分かって良かった 40歳代女性
大樹寺学区に居住している事がとても誇りに思えた。 40歳代女性
校庭からは近場の建物がさえぎり見にくかった。寺からのが見やすかったような気がする。 30歳代男性
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VI. 資料編 

1. 岡崎市 
(1) 広報用チラシ 
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(2) アンケート調査票 
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